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ヒマラヤでは、近年、氷河湖決壊洪水 (GLOF) が頻発している。ブータン中部プナカ付近を流

れるポチュー川ーツアンチュー川においても、 1960 ， 68， 94 年に GLOF 災害が発生しており、洪水

災害の軽減のために、想定される GLOF 規模での洪水予測にもとづくハザードマップ作成が急務と

なっている。そのためには過去の GLOF 発生環境や規模の把握がきわめて有効で、ある口

上記河川沿いには H， M， L の大きく 3 段の堆積性段丘が発達する。そのうち、 M 面は M1 ， M2 に

分けられ、 M2 面については、その堆積物の特徴から、過去の大規模な GLOF による厚い砂層・磯

層堆積によって形成されたと推定される(桧垣ほか 2004)0 GLOF 発生期は、周辺斜面で植生に乏

しく砂質に富む斜面物質の面的移動が盛んであったと推定される時期の直前である。

いっぽう、ツアンチュー川|に沿ってプナカ南方 10km にある Bajo では、現河床から比高 80m の

氷縞粘土様の湖成堆積物からなる堆積面(Bajo 面と呼ぶ)が存在し、この堆積物も、厚い砂層を伴っ

ている。また、氷縞粘土様堆積物の珪藻・花粉の分析では、いずれも認められず、この堆積物堆積

当時、周辺は珪藻・植生の育つ環境で、はなかったと想定される(大和地質研究所 2004)。茂木(200 1)

は、氷縞粘土様堆積物が過去の大規模 GLOF で運搬・堆積されたと考えた。

とこでは、過去の GLOF 発生期を知るため、 Bajo 面を構成する砂層直下の埋没土壌の年代測定

を実施した。

2 、試料採取

Bajo 面に相当する堆積面は、プナカ南方 6.5km にあるチミラカン西側海抜 1280m にも認められ

る(図-1)。この面では、一部河成機や風成堆積層を含む砂優勢層が 30m以上堆積しており、露頭

は連続していないがその基底と推定される位置から、埋没砂質腐植土層が認められた。この層の表

層 50cm を採取し、加速器質量分析計により 14C 年代測定を実施した。
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図-1 プナカ周辺の地形と試料採取位置(矢印)

3 、年代測定結果とその意義
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図-2 試料採取層準

上記腐植土層の測定結果は、表-1 ~こ示すように、 14C 年代で 2 ， 924+-28( 1σ) y.B.P.(NUTA2・ 7773)

であった。 Bajo 面は現河床との比高から最終氷期中と推定される M2 面堆積(桧垣ほか， 2004) よ

り古いと想定されたが、この年代値は予想以上に新しいものである。この原因として、埋没土壌層

が、ツアンチュ一川右岸の大規模な扇状地の最上部層の堆積時期を示し、それが、 Bajo 面を作る砂

層の 2 次移動層に覆われたため、 Bajo 面の堆積層とみなした可能性が考えられる。
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Abstract 

14C dating of the buried humic soil was carried out to know the age of large.scale GLOF 

occurrence along the Tsang Chhu River in the Punakha area in Bhutan. Top layer ofthe buried 

soil was dated 2 ，924+・28 ( 1σ) y.B.P.(NUTA2・7773). It is younger than the expected age ofthe 

Bajo terrace surface , which was formed before the M2 terrace along the Tsang Chhu River in 

the Last Glacial Period. The reason ofit might be that the humic soil was formed on the alluvial 

fan deposits overlain by the moved mass of the sandy deposits of the Bajo terrace. 
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